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ｌ 

１ 学校の沿革 

    本校は、1947（Ｓ22）年の学制改革により、久 

 賀島村立久賀中学校として開校され、市町村合併 

 等により、福江市立久賀中学校・五島市立久賀中 

 学校へ改編されてきました。この間、田ノ浦中学 

校、蕨中学校との統合や小中併設も行われて現在 

に至っています。 

  昭和 30年代前半までは６学級規模の学校でした 

 が、過疎化と少子化の影響で生徒数が年々減少し、 

 2016（Ｈ28）年度から長崎県内で初めてしま留学 

 制度が導入されています。現在の生徒数は、7名で全員がしま留学生です。 

  校区は、久賀島全土からなり、徒歩・自転車・スクールタクシーで登校しています。 

 

２ 令和 5年度（本年度）の職員数と生徒数 

  ○職員数…１2名 

   校長１、教頭２（小１・中１）、教諭 6（小 1・中５）、養護教諭１、事務職員１、校務員１ 

 ○生徒数…7名  ※ 小学生は 1名 

   １年（女子 1名）、２年（男子４名）、３年（男子２名） 

 

３ 校訓・学校教育目標 

 

  【校 訓】 

 

  明るく 誠実で 逞しい人間 

 

【学校教育目標】 

     敢 為 の 精 神 

～むずかしいことに立ち向かう勇気～ 

 

４ 中学校・中学生について 

 (1)中学校の意義・目的 

   ①大人となるために必要な知識や技能、考える力を身につける。 

   ②職業や上級学校について学び、進路を選択する力を身につける。 

   ③さまざまな活動を通して、公正な判断力を身につける。 
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 (2)中学生の発達段階 

     ○思春期にさしかかり、心も体も大きく成長します。 

    ※ 心身の成長の度合いや時期には個人差があります。少人数であることから、 

一人一人の発達状態に応じたきめ細やかな教育を進めていきます。 

 

 (3)小学校との違い 

    ①制服着用となります。 

     ②教科担任制・・・教科ごとに担当の先生が変わります。 
   【中学１年生での教科と教科時数】 

教 科 週時数 教 科 週時数 教科外 週時数 

国 語 ４ 音 楽 1.3 学級活動 １ 

社 会 ３ 美 術 1.3 総合学習 1.4 

数 学 ４ 保健体育 ３   

理 科 ３ 技術家庭 ２   

英 語 ４ 道 徳 １ 週合計 ２９ 

  ③小学校での外国語活動や外国語が英語になります。また、算数、図画工作、体

育、家庭の教科がまとめられたり、新たな内容が加わって、数学、美術、保健体

育、技術・家庭という教科に変わったりします。 

    ④授業時間は４５分から５０分になります。 

     ⑤定期テストを年間に３回（１学期末、２学期末、学年末）テスト範囲を決めて行

います。実力テスト（夏休み明け）は、それまでの学習内容から出題されます。 

     ⑥下校時刻・・・月～金曜日：１６時３０分（部活動がないとき） 

     ⑦入学までにしておくこと 

     ・小学校で習ったことをしっかり復習させてください。 

      ・毎日の家庭学習の習慣をつけさせてください。 

     ⑧部活動・・・久賀中学校では、卓球部に所属する予定になっています。 

       ・活動時間（月～金曜）  

3～10月は午後 6時 30分まで 

10～11月は午後 6時まで 

11～ 2月は午後 5時 30分まで  （令和５年度） 

    ・土曜日、祝日は９時３０分から１２時００分まで 

     ・長期の休業日等は帰省のため活動がありません。 

       ・原則として水曜日と日曜日の部活動は行わず、休養日とします。 

       ・大会への参加等によって、休養日や練習時間の変更もあります。 

    ・卓球競技とは別途開催される五島市中学校総合体育大会陸上競技大会や駅伝競

走大会への参加やそれに向けた練習も行っています。 
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(4)おもな行事等（令和５年度に実施した内容です。変更もあります。） 

４月 始業式、入学式、歓迎行事、授業参観、ＰＴＡ総会 

５月 家庭訪問、五島市中総体（球技・武道競技） 

６月 五島市中総体（陸上競技）、教育週間、期末テスト、児童生徒総会 

７月 
授業参観、ＰＴＡ、海の会、平和祈念集会、終業式、 

長崎県中学校総合体育大会 

８月 始業式、実力テスト 

９月 久賀島民ふれあい運動会 

１０月 五島市中総体（駅伝競技）、修学旅行（隔年実施、令和６年度はなし） 

１１月 久賀っ子学習発表会、期末テスト 

１２月 
五島市卓球新人大会、人権集会、児童生徒会役員選出、 

授業参観、ＰＴＡ、終業式 

１月 始業式、校内書き初め大会、長崎県卓球新人大会（団体） 

２月 長崎県公立高校前期選抜、長崎県卓球新人大会（個人）、学年末テスト 

３月 長崎県公立高校後期選抜、卒業生を送る会、卒業式、修了式 

  

※授業参観、学習発表会については、Zoomを使用しての参観をしています。案内文書 

でご連絡します。 
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(5)１日の学校生活の流れ【日課】 

   ①登校・・・児童生徒会の取り決めで７時３０分までに登校します。７時３５分か 

ら１０分間あいさつ運動や清掃活動を行っています。       

     ※ 通学方法については、原則下記の通りです。 

・徒歩通学 ＝ 久賀、市小木地区 

・スクールタクシー通学 ＝ 細石流（深浦）、外上、猪之木 

・自転車通学 ＝ その他の地区 

 

     ②朝の活動・・・８時１５分～８時２５分 

       〇朝自習     ・・・月ごとに教科の学習やソーシャルスキルトレーニグ、 

リーディングスキルトレーニング等を行います。 

       〇読み聞かせ   ・・・児童生徒による絵本の朗読を行います。 

    〇朝読書     ・・・それぞれが興味を抱いている本を読み進めます。 

       〇俳句づくり   ・・・全学年で俳句づくりに取り組み、作品は新聞社に投稿

します。 

 

   ③授業・・・・時間割は毎週変わります。 

           ※総合的な学習の時間を「椿タイム」と呼んでいます。 

 

   ④給食・・・・全員で給食当番を行います。小学校の時よりも若干量が増えます。 

 

   ⑤昼休み・・・自由に過ごすことができます。 

        （補充学習や児童生徒会活動等を行うことがあります。） 

 

   ⑥清掃・・・・月ごとに分担場所や担当の先生が代わり、小学生と一緒に協力して

行います。 

 

   ⑦放課後・・・児童生徒会活動や部活動（卓球）に取り組みます。 
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(6)日課表 

時間 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 

朝の活動 

朝自習 朝自習 読み聞かせ 
読 書 

(職員朝会) 

俳句作り 

フッ化物洗口 

 ８：１５ ～  ８：２５ 

短学活  ８：２５ ～  ８：３０ 

１校時  ８：４０ ～  ９：３０ 

２校時  ９：４０ ～ １０：３０ 

３校時 １０：４０ ～ １１：３０ 

４校時 １１：４０ ～ １２：３０ 

給 食 １２：３０ ～ １３：０５ 

昼休み １３：０５ ～ １３：４５ 

清 掃 １３：５０～１４：０５ 火曜日・木曜日はなし 

５校時 １４：１０～１５：００ １３：５０～１４：４０ 

６校時 １５：１０～１６：００ １４：５０～１５：４０ 

短学活 １６：０５～１６：２０ １５：４５～１６：００ 

諸活動 １６：２０～１６：４５ 
１６：００～１６：４５ 

（会議等） 
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(7)生活心得（令和５年度） 

挨
拶
等 

①地域の方々や先生・友達と会った時は、自分から気持ちよく挨拶をしよう。 

②校内で来客の方々や先生とすれ違う時は、軽く会釈して敬意を表そう。 

③相手や場に応じた適切な言葉づかいを心がけよう。 

登
下
校 

①朝は時間に余裕をもって登校し、自分の教室で静かに読書や自学に取り組もう。 

②自転車に乗る時は、必ずヘルメットを着用しよう。 

校
内
で
の
生
活 

①授業の間の休み時間はトイレなどを済ませ、自分の教室で静かに過ごそう。 

授業開始２分前には、授業の準備をして席に着こう。 

②校舎内では、大声を出したり走ったりせず、落ち着いた態度で過ごそう。 

③小学生や他学年の教室に勝手に入らないようにしよう。 

④職員室や保健室、事務室に出入りするときはあいさつをしよう。 

⑤職員室や事務室等の品物を許可なく持ち出さないようにしよう。 

また、学校の品物を借りる際には、必ず先生の許可を得よう。 

⑥公共物を大切に扱い、使った後は責任を持って片付けよう。 

⑦学習に不必要な物は持ってこないようにしよう。 

⑧ガラスを割ったり公共物を壊したりしたときは、直ちに先生に知らせよう。 

出
欠
等 

①遅刻や欠席の場合は、保護者(しま親)から学校に連絡してもらおう。 

②早退する場合は、担任の先生に届けて許可を得よう。 

③保健室を利用する場合は、先生の許可を得よう。 

校
外
で
の
生
活 

①交通規則を守ろう。 

②不審な人物の声掛けや誘いに応じない。何かあったら、家族や学校に報告しよう。 

③外出するときは、行き先・同行者・帰宅時間を家の人に告げよう。 

④危険と思われる場所には立ち入らないようにしよう。 

⑤ゲームセンターやボウリング場への出入りは保護者同伴とする。 

⑥アルバイトは、原則として禁止とする。 

⑦夜間外出や外泊は原則として禁止とする。 

 帰宅時間は、原則として４月～９月は午後６時。１０月～３月は午後５時とする。

（春休みは午後５時） 
※ただし、以下の条件で認める場合があります。 
１ 保護者又は保護者が認めた保護責任がとれる親族が同伴し、外泊先でも行動 
を共にする場合。 

    ２ 外泊の前日までに保護者を通じて学校に届け出た場合。 
   ３ 外泊先からそのまま登校することがないようにしましょう。 

      （登校日前日までに家に戻り、家から登校するようにしましょう。） 
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身
な
り
・
衛
生 

①頭髪は中学生らしく、清潔にしよう。 
 男子：前髪は眉にかからない。横髪は耳にかからない、後ろ髪は襟にかからないよ

うにしましょう。 
 女子：前髪・横髪は目にかからない。かかる場合は、ピンでとめる（ピンは２本ま

で使用可）後ろ髪は肩にかかったら、ゴムで結ぶようにしましょう。（結ぶ
高さは、耳の下）     

②服装は、女子はセーラー服（または、これまで使用していた制服）、男子は標準学
生服を着用し、季節に合わせて各自で衣替えをしよう。（移行期間については事前
に連絡します） 

③通学靴は白を基調とした物を履こう。（メーカーロゴのワンポイントまでは可） 
 靴下は、くるぶしが隠れる十分な長さのものを履こう。 
④上履きは学校指定のシューズを履こう。靴下は白を履こう。冬場は女子は黒タイツ
を着用してもよい。 

⑤制服の下は、男子は白のカッターシャツ、女子は無地の中着を着用しよう。 
 派手な色の中着やジャージは身につけないようにしよう。（冬期の衣替え時に色を
確認） 

⑥体育館シューズは部活動で使用するシューズと兼用できます。 
⑦登校時と校舎内では基本的に制服を着用しよう。ただし、体調不良などの事情によ
っては、学校に相談することで例外が認められることがあります。 

⑧体育時の服装は学校で指示されたものを着用しよう。 
⑨部活動に参加するときは、部で認められた服装、または、体操服、学校指定のジャ
ージを着用しよう。 

⑩清潔や安全を考えて、爪は短く切ろう。 
⑪防寒着として、登下校時は派手でない色（黒や紺）のウインドブレーカー・コート
・ジャンパー・マ フラー・ネックウォーマー・手袋を着用してもよい。防寒着は
生徒用玄関で着脱をすることとし、校舎内での着用は認めていません。ただし、体
調不良などの事情によっては許可を得て着用してよいことにしています。また、女
子は寒い日はタイツを着用してもかまいません（ただし、黒のみ）。 

⑫通学服の下に、下着として体操服を着ないようにしよう。 
⑬上履き・下履きは毎週洗って清潔にしよう。 

⑭食前にはうがい・手洗い、食後の歯磨きをしよう。 

◯その他 

  ①生徒だけでの福江島への移動は可能とするが、必ず実親・しま親との許可を得ておくこと。 

（ただし、小学生の久賀島の島外への移動は、保護者同伴） 

②イノシシ、マムシなどの有害鳥獣、スズメバチなどの有害昆虫などには十分に注意する。 
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(8)久賀小中学校校舎案内図（令和５年度） 
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(9)入学までにそろえてほしいもの 

   

〇教材について 

小学校から引き続き

使用するもの 

・習字道具（国語） ・ソプラノリコーダー（音楽） 

・水彩画セット（図工） ・裁縫セット（家庭） 

その他 

・ノートや辞書については事前に購入する必要はありま

 せん。入学後、教科担任からお知らせします。 

・ドリルやワークなどの副教材および実習用材料につい

 ては、入学後に学校で一括購入し、学校を通して代金

 を納入していただきます。 

 

   〇制服・体育用品・その他について（価格は令和５年度のものです。変動があり得ます） 

 品  名 参考価格 取扱店等 

通 

学 

服 

男

子 

冬 

標準型学生服（上） 

  標準マークがついているもの 
 \24,640 

山田呉服店 

（0959-72-2366） 

 

※サイズによって

価格が若干変わ

ります。 

 

※地元中学校の制

服を着用しても

差し支えありま

せん。 

標準型学生服（下） 

  標準マークがついているもの 
  \8,448 

カッターシャツ   \2,552 

夏 

半袖開襟シャツ   \2,950 

夏用学生ズボン   \6,600 

女

子 

冬 

紺セーラー服 

  白線３本、白スカーフ 
 \16,500 

紺スカート  \14,300 

夏 

白セーラー服（紺襟） 

  白線２本、紺リボン 
  \7,700 

紺スカート   \9,075 

男女 

共通 
白靴下（くるぶしが隠れる長さ）  

 

 



11 

 

 

シ
ュ
ー
ズ
類 

男女 

共通 

通学靴 

 白を基調とする運動靴 
  \3,520 山本履物店 

(0959-72-2027)  

 

※３つとも特に指

定メーカーはあ

りません。 

※卓球用シューズ

はスポーツ店 

上履き 

  参考：ムーンスター 緑１型 
  \2,050 

体育館シューズ 

 特に指定はありません。卓球用

 シューズで代用しています。 

安い物で 

大丈夫です 

体
育
用
品 

男女 

共通 

体育用ジャージ上   \6,150 
いそだスポーツ 

(0959-72-5016) 

 

※地元中学校の体

操服、ジャージ

等を着用しても

差し支えありま

せん。 

体育用ジャージ下   \5,400 

体育用半袖シャツ   \3,100 

体育用ハーフパンツ   \2,650 

そ
の
他 

男女 

共通 

通学用カバン・バッグ 

特に指定はありません。派

手でないものを準備してくだ

さい。 

ヘルメット 

 （自転車通学生） 

特に指定はありませんが、

白色の自転車用のヘルメット

で安全なものを着用させてく

ださい。 

   ※ 譲り受けた物を使用しても大丈夫です。 

   ※ 自分の持ち物には必ず名前を書かせてください。特に靴類にはお願いします。 
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(10)中学校での学習の仕方 

①授業の受け方 【ノートの取り方】 

○板書はその日の授業のポイントです。ていねいに写す習慣

を身に付けることが復習にも役立ちます。ただし、説明を

聞くことが優先です。 

○先生の説明や友達の発表で大切なところ、つまり、板書に

はない大切なことや考えるヒントなどもノートにメモがで

きるようになると思考力が高まります。 

○問題を解いて間違った場合、単純にそれを消して正解を写すのではなく、間違った

ところをチェックした上でその横か下に正解を写すなどすると、弱点の克服に役立

ちます。 

○ノートは自分で作った参考書です。十分に活用できるものにして復習に役立てよ 

う。 

②教科書・プリント 

○教科書や配布されたプリントは最良の参考資料や問題集です。

大切なところは蛍光ペンや付箋等を使って確認できるようにし

ておくと効率よく復習できます。 

○プリントはファイルやバインダーを準備して大切に保存させてください。定期テス

ト対策としてはもちろん、学年が進んでも役に立ちます。 

③家庭学習 

【参考書・問題集】 

○予習や復習に利用する価値があります。自分でいろいろなものを見

て選ぶことも大切です。しかし、不安な人は先生とも相談して、自

分の力や利用の目的にあったものを選びましょう。 

○１つの教科に何冊もの参考書や問題集を準備する必要はありませ 

    ん。一冊の参考書や問題集をしっかりやりきることに全力をあげしょう。 

【テスト】 

○「テストは自分の力だめしだ」などといって準備もせずに受けていたのでは、学力

の向上はあり得ません。テストは自分の『努力だめし』でもあります。また、自分

の学習の仕方が合っているのかどうかを評価し、見直すきっかけにもなります。そ

ういう意味では、点数にこだわり１点でも高得点を目指して学習に励むのも良いこ

とです。 

○定期テストは、早くから日程やテスト範囲を知らせて一斉に行われるテストです。

計画的に復習に取り組んで、しっかり準備をした上でテストにのぞむことが大切で

す。 

○テストが返ってきたら、間違えたところをやり直し、どうして間違ったかを確認し

て正解を導くための考え方を理解することが大切です。そうすることで実力もアッ

プしますし、将来の進学や就職、資格取得などの勉強にも役立ちます。 
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５ 校納金について（令和５年度） 

費  目 月 額 備  考 

 部活動振興会費・部費    ７００円 生徒ごとに納入 

 Ｐ Ｔ Ａ 会 費    ４００円 世帯ごとに納入 

 給  食  費  ５,６００円 生徒ごとに納入 

※ 令和５年度のものであり、変更もあり得ます。 


